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き
の
う
１
月
１
１
日
（
水
）、〈
や

ま
さ
ん
〉
が
「
佐
野
郷
に
お
け
る
東

と
西
」
（
東
島
誠
氏
、
『
裾
野
市
史
』

第
８
巻
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
大
森
氏

の
動
向
を
中
心
に
要
約
し
て
解
説

し
た
。 

 

「
佐
野
郷
に
み
る
東
と
西
」
よ
り
要
約 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

室
町
幕
府
と
鎌
倉
府 

『
太
平
記
』
に
は
京
都
の
室
町
幕
府
と
関
東

の
鎌
倉
府
が
二
つ
の
国
家
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
鎌
倉
府
は
当
時
の
資
料
に
も
「
関
東
幕
府
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
鎌
倉
府
の
公
方
は
、
実
質
的

に
将
軍
権
力
を
有
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

 

鎌
倉
府
発
給
文
書
が
有
効
で
あ
っ
た
地
域
は

関
東
と
伊
豆
国
で
、
関
東
分
国
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

一
三
七
七
（
永
和
三
）
年
の
発
給
文
書
で
関
東

公
方
が
円
覚
寺
に
佐
野
郷
を
寄
進
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
佐
野
郷
が
こ
れ
以
前
に
室
町
幕
府
管
轄
領

か
ら
鎌
倉
府
管
轄
領
へ
と
移
管
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

佐
野
郷
の
守
護
権
を
関
東
管
領
山
内
上
杉
氏

が
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
佐

野
郷
を
含
む
駿
河
郡
（
現
在
の
駿
東
郡
）
域
に
は
、

東
と
西
の
境
界
と
し
て
今
川
氏
の
駿
河
守
護
権

と
は
別
に
分
郡
守
護
権
が
存
在
し
、
関
東
管
領
山

内
上
杉
氏
が
、
伊
豆
国
と
同
様
に
領
有
し
て
い
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

佐
野
郷
遵
行
と
今
川
氏 

 

（
＊
遵
行
：
室
町
時
代
、
将
軍
（
あ
る
い
は
鎌

倉
公
方
）
の
命
を
守
護
が
下
命
す
る
こ
と
。） 

 

応
永
年
間
（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）
に
な
る

と
今
川
氏
の
駿
河
国
守
護
権
が
佐
野
郷
に
及
ん

で
き
た
。
今
川
氏
が
守
護
半
済
を
通
じ
て
佐
野
郷

に
関
与
し
て
き
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

佐
野
郷
を
関
東
分
国
で
あ
る
伊
豆
国
に
準
じ
た

扱
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。 

 
佐
野
郷
の
支
配
は
一
四
二
八
（
正
長
元
）
年
、

室
町
幕
府
に
よ
っ
て
関
東
公
方
奉
公
衆
大
森
氏

か
ら
駿
河
守
護
配
下
の
葛
山
氏
に
移
っ
た
。 

 

大
森
氏
と
鎌
倉
府 
 

大
森
氏
は
関
東
公
方
奉
公
衆
で
、
大
森
彦
六
入

道
長
親
が
円
覚
寺
に
佐
野
郷
の
年
貢
を
請
け
負

っ
て
い
る
。
大
森
頼
春
は
、
伊
豆
国
府
中
関
所
の

関
料
の
請
負
を
円
覚
寺
に
誓
約
し
て
い
る
。 

 

大
森
氏
は
大
高
（
だ
い
こ
う
）
氏
排
除
以
降
十

四
世
紀
末
か
ら
一
四
二
八
（
正
長
元
）
年
ま
で
ほ

ぼ
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
佐
野
郷
を
当
知
行
し

て
き
た
。
鎌
倉
府
を
後
ろ
盾
に
在
地
領
主
と
し
て

君
臨
し
て
き
た
。 

 

上
杉
禅
秀
の
乱
と
大
森
氏 

・
一
四
一
六
（
応
永
二
十
三
）
年
の
上
杉
禅
秀
の

乱
で
、「
鎌
倉
大
草
紙
」
な
ど
の
軍
記
に
よ
れ

ば
関
東
公
方
足
利
持
氏
は
箱
根
別
当
証
実

（
大
森
刑
部
小
輔
と
の
史
料
が
あ
る
）
の
案 

 
 

 

内
で
大
森
館
に
落
ち
延
び
た
。
こ
れ
は
公
方
持

氏
の
奉
公
衆
の
中
で
も
大
森
氏
（
頼
春
）
が
持

氏
に
近
い
立
場
に
い
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。 

・
上
杉
禅
秀
の
乱
で
葛
山
氏
も
関
東
公
方
持
氏

方
と
し
て
戦
っ
て
い
る
。
葛
山
氏
は
こ
の
段

階
で
は
関
東
公
方
持
氏
に
仕
え
て
い
て
、
室

町
幕
府
へ
の
接
近
を
果
た
し
て
い
な
い
。 

 

大
森
氏
の
小
田
原
へ
の
進
出 

・
大
森
氏
は
禅
秀
方
の
土
肥
、
土
屋
の
跡
を
得
た
。 

・
一
四
二
八
（
正
長
元
）
年
、
幕
府
は
大
森
氏
の

当
知
行
を
停
止
し
て
佐
野
郷
の
甲
斐
国
守
護

武
田
信
重
に
与
え
よ
う
と
し
た
が
、
葛
山
氏

が
自
分
の
本
領
で
あ
る
と
幕
府
に
訴
え
、
認

め
ら
れ
て
佐
野
郷
を
安
堵
さ
れ
た
。 

 
 

こ
れ
は
関
東
公
方
持
氏
の
不
穏
な
動
き
に

対
し
て
、
こ
れ
ま
で
鎌
倉
府
が
伊
豆
国
な
ど

関
東
分
国
の
よ
う
に
下
命
す
る
こ
と
が
で
き

た
駿
東
郡
で
他
の
駿
河
国
と
同
じ
よ
う
に
室

町
幕
府
が
遵
行
し
た
処
置
で
あ
っ
た
。 

・
大
森
氏
は
佐
野
郷
の
当
知
行
の
停
止
後
に
相 

 

模
国
で
あ
る
小
田
原
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

（
ー
大
森
氏
は
駿
東
、
足
柄
の
両
地
域
を
領 

し
た
の
で
は
な
い
。
〈
や
ま
さ
ん
〉） 

・
佐
野
郷
本
領
安
堵
後
、
葛
山
氏
は
幕
府
に
接
近

し
、
一
四
三
一
年
（
永
享
三
）
年
、
一
四
三
四

年
に
将
軍
義
教
に
太
刀
な
ど
の
進
物
を
献
上

し
て
い
る
。
一
四
三
四
（
永
享
六
）
年
に
今
川

貞
秋
が
駿
河
国
半
国
守
護
と
し
て
入
部
す
る

と
葛
山
駿
河
守
は
そ
の
配
下
に
な
っ
た
。 

・
一
四
三
八
（
永
享
十
）
年
（
推
定
）、
持
氏
は
山 

 

内
上
杉
憲
実
の
伊
豆
国
守
護
職
を
解
き
、
大
森 

 

憲
頼
が
伊
豆
守
と
官
途
を
改
め
る
。 

 

但
し
、
叙
任
権
の
あ
る
幕
府
の
承
認
は
な 

い
。
大
森
憲
頼
は
実
際
に
は
伊
豆
国
に
入
れ 

な
か
っ
た
。 

 永
享
の
乱
と
大
森
、
葛
山
氏 

・
一
四
三
八
（
永
享
十
）
年
に
関
東
公
方
持
氏
と 

 

幕
府
・
関
東
管
領
山
内
上
杉
憲
実
と
の
間
に
永 

 

享
の
乱
が
起
こ
る
。 

・
永
享
の
乱
が
起
き
る
と
、
葛
山
駿
河
守
は
駿
河 

 

守
護
今
川
範
忠
を
介
し
て
乱
の
発
生
の
注
進 

 

状
を
幕
府
に
出
し
た
。
葛
山
氏
は
幕
府
方
に
な 

 

っ
た
。 

・
関
東
の
処
置
を
任
せ
ら
れ
た
上
杉
憲
実
は
一

部
を
除
き
手
を
付
け
ら
れ
ず
、
大
森
氏
は
持

氏
方
の
諸
氏
と
同
様
に
勢
力
を
温
存
し
た
。

（
ー
敗
れ
た
持
氏
方
の
大
森
氏
が
勢
力
を
維

持
し
た
の
は
何
故
か
と
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。

〈
や
ま
さ
ん
〉） 

・
葛
山
氏
は
幕
府
奉
公
衆
と
し
て
一
四
四
四
（
文 

 

安
元
）
年
頃
の
奉
公
衆
番
帳
に
名
が
見
え
る
。 

  

〈
や
ま
さ
ん
〉
の
弁 

 

惣
領
の
大
森
伊
豆
守
憲
頼
と
箱
根
権
現

別
当
（
実
雄
？
）
は
足
利
持
氏
方
と
し
て

箱
根
水
飲
関
所
で
戦
っ
た
。
弟
の
大
森
氏

頼
は
関
東
管
領
上
杉
方
に
参
加
。
こ
の
乱

の
後
、
憲
頼
か
ら
氏
頼
の
大
森
氏
の
勢
力

が
交
替
し
た
。
こ
の
辺
を
も
っ
と
調
べ
ま

す
。 
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